
 

 

 

 

 

 

                                                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

京都府立井手やまぶき支援学校 

学校だより 
令和５年１２月１日  No.８ 

厳しさと意義  ～師走もがんばろう～ 

早いもので師走に入りました。 

これからは寒さの厳しい日も増えていき感染症が流行しやすい本来の時期になっていきます。くれぐれも気を

つけて 2学期の終業式を迎えていきたいと思います。 

 

さて、11月は『第 2回やまぶき祭』を実施し、PTAや地域の皆様に大変応援していただき、盛り立てていた

だきました。その後実施しました『総合防災訓練』（「総合」と名の付く防災訓練は初めてでしたが、子ども達に

とってもいざという時のイメージをしっかりと持てる訓練となりました）でも皆様に応援していただきましたし、来

週実施いたします「RUN×３」の声援と伴走でも御協力いただきます。 

子ども達の頑張りに感動したのはもちろんですが、本校 PTAや地域の皆様の力強い応援には心揺さぶられ

るものがありました。誠にありがたく、感謝以外の言葉が見当たりません。ありがとうございました。 

 

さらには、この原稿を書いております本日は、まだ終わっていないのですが、１１月２８日には本校初めての『実

践発表会』を実施し、PTA本部役員の皆様にも御覧いただいていることだと思います。 

子どもたちの自立と社会参加をめざし、小学部から高等部の 12年間をどうつなぎ、むすぶのか、これが本校

の研究テーマです。それぞれの時期に何を大切にしていくのか、どの学部の教職員も所属する学部以外であっ

てもそれを知っていて、その上に所属する学部の教育活動を進めていく。 

学部をまたぎ、小学部と中学部、そして中学部と高等部の学部混合で実施する『むすびスタディ』の授業も実

施します。いろいろ御覧いただいて、御意見を賜わればと思います。本校の研究を一歩ずつ進めてまいりたいと

思います。 

 

『自立と社会参加』ということで言えば、先日実施されました京都府立特別支援学校の『京しごと技能検定』

清掃の部で、とても素晴らしい御挨拶がありましたので、それを御紹介します。 

 

今日は清掃の検定です。 

この間の販売学習（大丸京都店様で実施した「ふれあい・心のステーション」）とは違い、お客さんの直接の

「ありがとう」の言葉はありません。それどころか清掃は、お客さんのいない所でも実施して、終わった後はきれい

で当たり前。ゴミが落ちてでもいたら、苦情がやってきます。 

自分の働き方、掃除の仕方に責任があって、それが問われるお仕事です。 

たくさんの人の前で緊張するでしょうが、練習してきた成果を発揮して頑張ってください。     （要約） 

 

お仕事によって、それぞれの厳しさや意義がありますね。 

そんなことを味わいながら、子ども達に伸びていってもらいたいと思ったことです。 

それでは、今月もどうぞよろしくお願いいたします。 

校長 丸岡 惠真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回やまぶき祭■  

■総合防災訓練■  

１１月１・２日の２日間にわたって「第２回やまぶき祭」を開催しました。１日目は中学部と高等部の取組発表や

地域団体によるコーラスやチアダンスの発表がありました。２日目は、小学部の取組発表や文化部の発表、PTA

によるコーラスやダンス、教職員バンドの演奏がありました。その他にも２日間にわたり、校務分掌や PTA、学校

運営協議会等、たくさんの取組が行われました。子どもたちは、これまでの学習を通して、練習や準備をしてきた

成果を十分に発揮することができ、保護者や地域の方々と楽しい時間を共有することができました。お忙しい中、

御参加いただいた保護者や地域の皆様、ありがとうございました。また、受付や取組等に御協力いただいた PTA

や学校運営協議会、地域団体の皆様、大変お世話になり、ありがとうございました。 

 

 

11月 6日（月）に京田辺消防署井手分署、CRU合同会社代表土井様、京都府危機管理総務課、京都学生

FAST等をお招きして総合防災訓練を実施しました。訓練は震度５強の地震にともなう火災発生を想定して行

い、子ども達はそれぞれの学習場所から指導者の指示のもと、慌てずに落ち着いて避難することができました。毎

月の「安全の日」や生活単元学習等で取り組んだ防災に関する学習の成果を発揮できました。 

訓練後、体験的な取組として、小学部低学年は防災紙芝居、小学部中学年と中学部３年生はクッションベッド

作り、小学部高学年と高等部生は簡易ベッド・簡易トイレ・パーテーション作り、中学部１，２年生はスモーク体験を

行いました。体験後は、体育館に集合し、作成した避難所の体験をしたり、「校内の安全設備」や小学部５年生が

つくった「防災スタンダード」の動画を見たりして、防災についての学習をしました。 

そして、訓練の最後は防災給食です。メニューは非常食の梅がゆ、お魚のソーセージ、炊き出し風具だくさん豚

汁、バナナ、野菜ジュースで、体育館やランチルーム等にシートを引き、直接床に座って食べる体験をしました。梅

がゆ作りには、PTA（YS）のみなさんに御協力していただきました。ありがとうございました。 

 多くの方に支えていただき、児童生徒は貴重な体験をすることができました。３学期はさらに精度を上げ、予告

無しの避難訓練に臨む予定です。 

 

小学部の取組 

中学部の取組 高等部の取組 

学校運営協議会の取組 PTAの取組 

教職員の取組 


